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夏休みも終わり、後期の授業開始です。例年通りにいかないことが沢山ありますが、めげずに臨

機応変に行動していきましょう。図書館が閉館中でも返却のみ可能です。また、実習期間の長期

貸し出しも行っています。実習直前は、貸出が集中します。実習開始日の３週間前から長期貸出

を行っておりますので、余裕をもって長期開始の日に図書館に来ることをお勧めします。長期貸

出開始日は下記の通りです。図書館ＨＰで随時、お知らせを更新しています。ご確認ください。 

★幼児教育Ⅰ部２年生・Ⅱ部３年生・地域保育３年生 9 月 21 日（返却日 10 月 27 日） 

★幼児教育Ⅰ部 1 年生・Ⅱ部 2 年生・地域保育 2 年生 10 月 18 日（返却日 11 月 22 日） 

※長期貸出では、貸出冊数の上限を８冊までとしますので、延滞してしまわないよう気を付けて

本を借りて下さい。 

 

 

 

今月の特集・・・『宇宙の本』 
 

皆さんは、9月12日が『宇宙の日』であることをご存じでしたか？ 

空を見上げて宇宙に想いを馳せてみてはいかがでしょうか？  

 

● 「ことばにできない宇宙のふしぎ」エラ・フランシス・サンダース 著 イラスト・前田 まゆみ 訳／創元社【440-ｻ】 

   ･･･地球外の宇宙にとどまらず、地球の自然や科学も含めた宇宙について解説しています。 

● 「世界でいちばん素敵な宇宙の教室」多摩六都科学館天文グループ 監修／三才ブックス【440-ﾀ】 

   ･･･宇宙や惑星に関する疑問をきれいな写真付きで解説しています。写真集としても楽しめます。 

● 「世界でいちばん美しい夜空と星たちの物語」ＭｄＮ編集部 編／エムディエヌコーポレーション【440-M】 

   ･･･世界中の星にまつわる昔話と、その土地の夜空の絶景が一度に楽しめます。 

● 「江戸の天文学 渋川春海と江戸時代の科学者たち」中村 士 監修／角川学芸出版【440.2-ﾅ】 

   ･･･それまで中国の暦を使うことが主流であった日本で、当時活躍した天文学者たちの活躍を知ることができます。 

● 「天地明察」冲方 丁 著／角川書店【913.6-ｳ】 

   ･･･国産の暦を提案し、囲碁棋士でもあった渋川春海の生涯を描いています。 

● 「夜空と星の物語」森山 晋平 編・文／パイ インターナショナル【443.8-ﾓ】 

   ･･･季節の星空と、夜空に見える星たちの写真とそれにまつわる物語を知ることができます。 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

 

夏休みが終わりましたが、みなさんは有意義な夏休みが過ごせましたでしょうか？まだまだ外出 

しにくいご時世ですが、うまくリフレッシュして健康に過ごしたいですね。 

今回の特集は『宇宙の本』をご紹介しました。時にはペンを握る手を止めて、空を見上げてみるのも 

いい気分転換になると思います。根を詰めすぎないよう、適度に頑張りましょう。 

それでは、後期の学校生活も張り切っていきましょう☆  

 

次号の『図書館だより』は2021年11月に発行予定です。 担当 加羽澤  

貸出ランキング ～6月・7月・8月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 もりいちばんのおともだち ふくざわ ゆみこ さく 福音館書店 

3回 ポコポコミックスジュース さかい さちえ 作・絵 教育画劇 

3回 そらいろのたね なかがわ りえこ さく 福音館書店 

3回 ピヨピヨスーパーマーケット 工藤 ノリコ 作 佼成出版社 

3回 おおきくなったらなんになる？ 寮 美千子 作 鈴木出版 

3回 ふしぎなでまえ かがくい ひろし 作 講談社 

 

 

『月のころはさらなり』井口ひろみ 913.6-イ 

 

様子がおかしい母に連れられたどり着いた古びた庵で、主人公の悟は不思議な雰囲気の少女・茅と生意 

気な少年・真と出会います。聞きなれない方言や意味を知らない言葉が飛び交う庵に母と共に泊まるこ 

とになった悟は、ほんの短い間ですが茅、真、庵のおんば様、そして母と心を通わせていきます。 

序盤からなんだか不穏な、何とも言えない空気感が漂います。ファンタジーのようでミステリーのよう 

な要素があったり、それでいて登場人物それぞれの境遇には現代の社会問題が関わっていて考えさせら 

れたりと、さまざまな要素が盛りだくさんの小説です。描写が丁寧かつ主人公である悟の視点で語られ 

るので、感情移入もしやすく、場面を想像しやすくなっています。 

 

コロナ渦で夏の帰省を断念した方も少なくないと思います。田舎で過ごす不思議な夏のひと時を本で 

味わってみませんか。 

 

推薦者 佐藤 


